
出典：JRC（日本版）ガイドライン 2010 一次救命措置（BLS）（一般財団法人日本救急医療財団）
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一次救命処置の流れ 事故発生時の連絡の流れ（例）

　一次救命処置とは、急に倒れたり窒息を起こして、呼吸が止まり心臓も動いていないとみられ
る人に対して救急隊や医師に引き継ぐまでの間に行う応急手当のことです。各消防本部や消防署、
市町村などで講習会も行われています。講習会に参加して一次救命処置を身に付けておくといい
でしょう。

　この図は一例です。各保育施設に合わせてわかりやすいものを作成し、施設内の目立つ場所に掲示
しておきましょう。　　

体を動かす遊び中の事故事例と対策体を動かす遊び中の事故事例と対策


